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生活指導と福祉教育における実践的課題

一「福祉的機能jの内発的発展をめぐって一

鈴木庸裕（生活指導論）

i．問題の僻在

　透隼、藪禅・淡鋒大震災への湿厩的な支援活動

などを契機に「ボランティアブーム達とさえいわ

れる献溌かある。このゼブーム達の評癒について

は多分に議論の余地を残していると思われるが、

その動きの中にいくつか涯藝できることがらがあ

る。それは単に、大人や子ども・青隼の社会轟蟹

活勇や歓会参撫への興蘇・籠心だけでなく、そこ

に従来の「社会奉仕・奉仕活動達観やさまざまな

縫会酌ニードをもつ人々との関係盤について新た

に潤い直そうとする意識の高ま辱が認めら轟る薫

である。そして福雛：そのものを、野与え施すこと一

施されること」ゼ慈恵的なもの涯「要求するための

もの」からみずから参糠し築いて恥くものととら

え、しかもその婦象を縫合的弱者1こ縷定するので

はなく鐡きかける当事者懲身も鰐象となるという、

まさに餐の露立と成長に根ざす営みであると礫解

されはじめている点である。

　ところが、教官の分野で慧、織被開題をめぐる

「耳蕃鼕鼕のいい匪「ものわか辱のい群雄講議やボラ

ンティア活嚢主義が学校教育に流れ込み、教畜に

お謬る福；鮭万能観が鉱がっている。さらにそれは、

今蓉の欝本璽纏縫縫会の諸施策に後棒しされ、教

育と福鮭の恣意麟で無原雅な「統合」を瞬き莚こ

しつつある。纏縫響政がいう「多様なニーズに対

して柔軟できめ総かな対癒磨墨1を可能にしょうと

する参趨型福緩縫会論むもとでは、公麟保緯に対

摩する安上が陰の福緩マンパワーの確保や生灌を

通じた徳膏的管蓬主義の政策的推進、そしてなに

よ弩も当事者の推移主体影戯という視点を欠くこ

とにな惨毒》ねない。

　今露の擁疑教官はこうした諸幾題をはらみなが

ら学校教育活動において、そヂ）独嚢盤の不瞬確さ

と具体的な実践鎮鍍（生活指導〉との手分な峯馨琴絃

びに不手分さがあるひその大きな要馨のiつに管

選主義教育や一発的能力主義鏡争下での教育現場

がかかえる「反福蟹：的状溌達とそれに対する福緩分

野からの介入の懸難さがあげられる。霧時に往来

の「縫会貢献3「奉仕活動ま観への教畜理場から

の「抵抗達も少なくない。

　本稿では、生むこ、教官と籏鮭の内発麟な絃びつ

きのもつ問題点を、学童文教‘薄青こおける福鮭的機能

のゼ未発の献1態達（ある塾は軽餐舞込まされ．ている

麟ヒ態〉ととらえ、生活指導の立場から教育と福鮭

をつなぐ実践的課題（内発麟発展の芽〉について

考えて恥きたい。

豆．福：縫的機能の潜在此

等．学校の福被釣機能とは

　蓉本の学校教育の纒史は、徳糠とその麟度譲的

凝念である「繰劃をそのうちにと鞍こんできた

経緯をもっている惚。鱗えば義務教育の年齢主

義や公教欝の無縷とその内容・対象の拡大、子ど

も・青年の発達保障機翼としての学校の発展など

をめざしてきたことに擬観できる。

　従来、学校教育と福糧凝念を織びつ曇る観点を

大饗すると次の3点になると考える。

①薦鮭は子どもの就学条件や教官環境条件を整

　偏することであむ、学校教育の基盤にあたると

　いうこと．

②薦被は学校や教舞の教育活動の全課懲こおい

　てなされるべきものであ弩、子どものみならず

　教麟、父鐸の権稀を繰瞳する際の原遷1こなると

　いうこと。

③　子ども・青隼そのものが編艇の鰐象であると

　ともに、纏；縫を権蒋として要求・行使する主体
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　者として見ること。

　しかし、差騨・選霧・競争の能力主義教官や教

育の窪癌髭驚線にのった受益韻握主義の強牝や、

一方的な輪燐弩選抜の進鋒（進学｝指導、経書冤

の学欝権や発達権の否定、鶴率主義・会遇主義に

よる｛主銭三無視の学校統廃合、あるいは子どもの幸

せや安全・癒しの「擁窪窪など、教育活動に篠鮭

を貫徹する上で大きな障害がある。透隼、学校に

おける生活捲導実践が子どもの権稀と保護・ケア

を提超する根嚢はこの3つめの観煮を遜ビて第茎、

第2の観点における醗塞麟な状溌を緩みかえよう

とするものである鱗。

　本稿の蟹頭で述べたように、上遽した3つの点

を嚢ちに学校の福鮭的機能と騨ぶには福鮭の新講

男の鋼翼福鮭の舗度化、ヂ繰護淫を通じた支醗・管

瑳の縫題／からみて槙重にならざるをえない状溌

がある。学校の福鮭的機能が地蟻や家庭の要求や

補跡のために発生してきたことからして、そこで

の機能が今嚢のような地銭や家庭の教官力（愛護、

養護機能を含む橿鮭機能／の低下の肩代わ吟機能

として存盛するならば、いわゆる学校型の地銭や

生活の再編絞を進行させることになる。しかも殿

1丸章夫が指摘したように「難童保護の上に立って

義務教育を行うのではなく、義務教官によって児

童を保護するという奇妙な罵代わ弩が行われてき

た逢　〔萄という面を無益覚垂こ温存することになる。

　今、課題となるの1まこうした教育政策による

野肩代わ鞭蓬の縫題を越えて、新しい学校の籏量

的機能をいかに再生・復権するのかむしかもそれ

を教鳶方法議ぎと学校譲の転換という視野からいか

に論じていくのか。これは子どもの権稗条約が示

すようにド子どもの最善の蒋益（撫ε擁S“魏er織S

o｛c短至δMを鱗鶏具体的な実態に聞して実現す

る基盤づく誇とみる鶴面に照らし合わせても重要

な課題である。また、眸今の箆童福蟹法改獲譲議

にも髭られるように、ある特定の子どもを対象と

する保護としての橿緩から家縫へのケアとの連続

性、およびすべての子どもと子畜てへの「支援達

としての福蟹をいかに実現すべきかという新たな

局面への対応にも関わってくる課題である。麟

雄鱒隼鴛舞

　そこでここでは学校における糠緩的機饒につい

て鉄筆のように定義しておきたい。学校の編鮭的

機能とは、まず、政策概念としての福鮭ではなく

ノk権としての福桂を基礎としたものであ吟、率土会

とのつなが弩で覆えば、縫合釣障害をみずからか

つ人々とともに克験しようとする人々への援跡

（縫会釣鐘害への饑きかけの甕磁を保覆すること〉

であ鞍、そしてそのことによって芽生えてくる子

ども・青隼の「学び」と「営み涯への教育揚導の

総体である。このことは、今後、生活指導案賎男

課題善こ内在するテーマ、つま弩権力的な麗係にと

らわれない察己の形絞という賜題と窃琴結ばれて

いくものである。内発的発展という悪辣から見て、

新しい実践のステージを切鞍挽く志向性をもつも

のである。

2．福艇の「教育｛高麗懸

　学校の編鮭的機能が潜姦臆する一鍍に旛緩の

「教育乾」がある。

　「冤童達そ4〉ものを綴護の対象とする。この中

には、福緩を子どもが働きかける対象として位置

づけない考え方が働塾ている。子どもの捲導に対

する壼謹選探や露呂決定の保障を笹野にいれない

ばか鯵か、纏艇鷺題が子どもたちの興味や縫心を

弓1き醸していることに業重して、　こうしたことカ§子

どもたちの福緩活動への鶴きかけであると自覚化

されにくい献溌にある。これは子どもたちの農発

牲の発展を目的一手段誘尺度によって誘導し彼ら

の綴定化した福鮭観の醗敏を雛難にしているため

である。離害兇考に対してヂこの人たちもこんな

に露難があってもがんばっているのだからあなた

達もカ｛んば鞍なさい達という励ましにも｛以た鼕鼕激竺

捲導はその典型倒である。

　また、福鮭の「教育化」は、すべての人々の幸

旛を「藪与のもの」として教授一伝達毅婦象にす

る。したがって、「あわれみ」への情緒的な婦徳

ではないにしても、娃会的諸矛唇の事案や縫会の

驚題を讀みとる素材（桂会財／としての教誘とい

うように詮会的開題を授業の枠に無媒介に縫属さ

せてしまう。これは学習を通じて習得する文化や
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科学、知識・重支能と人々が共に生きることとの連

関を深める筋違に纏縫軟膏が設定されるのではな

く、結果としての福蟹活動を要求する学校の大き

な問題薫につながる。

　そして、福擬の「教官｛雛は人権感覚や入権懇

懇の結露への展絹がなされず、観念麟ある雛は超

人的しつけで終わる結果を生みやすい。彰思いや

轄の心確rやさしい心蓬働がすべての福鮭驚題を

解決すると雛う観念的な指導によって、こうした

「’繕さえあれば公麟な桂会保障が確立するといっ

た認識を誤って子どもたちに纏え盤けかねない。

　縫会福鮭が歴史麟営みとして主権者の麟造と努

力によって生み鐵されて来たことを欠落させては、

縫会福鮭の知識理解のうち現行の譲垂度・事業の運

屠方法や諸技術の方法論豹能力に傾斜し、現代縫

会の人権や現実生活への認識を高めること1こは績

びつかない。縫会旛擬を視野に入れな雛ような嚢

常生活での籔人離実践（努力〉は、懸鮭教育を高

齢者や障害見者との接し方（マナーやエチケッ独、

教育活動の一環として美髪・清掃活動の潤むこめ

てきた。真鯵：朗で欝欝行動をともなう点で、これ

は紅艷労体験学習まなどと区霧がつきにくく、人

類がつく鯵上げてきた桂会的努力としての福蟹と

いう還郷を弱める危験盤がある。ボランティアが

競争秩第にのった評懸、饑えば高校入試への点数

紀に取辱込まれているのはそのあらわれである。

　ところがこれらは教鳶と機種：のつなが弩をめぐ

る外発的な要石（鮭会的要請／からの観点によるも

のである。ここで、教育と福；鮭のつなが弩に着§す

ることそのものは議長・発達過程にある子ども・

青年の霞己教育力への働きか縫を蕪擾としている．

そのことから福；鮭をその一般機念とは区劃して、

人々が幸編をもとめるにあたっての蕪提や条件と

なる無常の献1溌としてのWe廷鍵eよ琴、人生や

襲業生活のなかで幸福であるための生活上の努力

やその結果の談溌としてのW磁一藝ε搬gと理解し、

教育と福蟹がともにどういつだ内発的な結合努力

をおこなってきたのか考えていかねばならない。

　そこで、次に生活指導と織鮭軟膏との講者の結

びつきをめぐって、その内発的な羅嚢、つま鯵稽

互に要求・必要、課題としあつてきたものが簿で

あったのかを見ていく。

匿．内発的な結びつきをめぐる

　　歴史釣諜題と現代的課題から

毒．生1活指i導にお纏る橿縫の水藻

　（毒／生活教官論争と膿み戯したもの藩

　これまで生活捲導の実践朗羅嚢にあって一般凝

念としての編鮭1ま教糞の欝的や運念に即癒して存

在してきた。にもかかわらず生活指導の理譲的蓄

積の串で福鮭教育ならびに後会福緩との接蕉が聡

確に綾羅づいてきた経緯1ますでに遽べたように不

明駿である。その理轡につ秘てまず、歴史的文賑

を示しうる「生活教官論争漣から議みとることに

する。

　麓海進家縫学校シャナプチ分校（教護施設／に

携わった留岡清男と生活綴方教懸（佐々水錆や詫

海道綴方人ら〉との閥でなされたゼ第三次生活教

育講争婆（欝37一認隼〉は、福鮭的教養をめぐる

学校無と疑衆知の翼題、そして教離や学校教育の

生活教育講への撹醤的検討に及んでいる。この識

争磯鑓発点は当縛の学校教官を擾野にいれて靉靆

が盤活主義跨教奮は子どもたちの実生活と離れて

いないかと論む、次硲点を忘れていると撰1饗した

ことにはじまる。

　野今欝の教官は、小学校でも、青奪学校でも、

また農学校でも、最小張度を保舞されざる生活の

事実から遊離して、最大濃度の観念に満足する一

般誌を教えている。」｛野

　「生活主義の教育とは、蟻的に譲1えぱ最小猿壌：

を保縫されざる生活の事実を賑準として思考する

愚考能力を灘養する。督1

　その後、乾海道綴方入らとの座談会の懇懇で、

薪生活主義の綴方教畜は、畢寛、綴方教轟の鑑賞

にはじまって感傷に終るに過ぎない」継と遠べ、

こうした患い切った撹韓へのさまざまな議識が生

まれた。これは綴方入内藻の課題をも突き畿すこ

とになった。そのうちのiつ、綴方が生活搬導の

契機をもつことによって皺む緩んできたも4）、い

わゆる綴方教；薄（綴方科／から段まみ綴たもの釜
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をどう整遷するのかをめぐって、後に佐々木畠、

村鐵駿太郎、鈴木道太らの生活のリアリズムや地

域疑会との関係に絶するスタンスを浮き彫瞬こし

た。当時の東詑の農村かおかれた生活と子ども跨

奪豊実を葎fとかしなければならな雛と努力していた

教懸たちが、｛舞えぱ．佐々木のように学校での教

官を漸与のものとするのでなく、生活を捲導する

のに侮が必要なのかから鐵発し、「樗落更生指導」

（転染病対策、生活纏縫ンなどに踏み饑し、遊行

して子どもたちとともにどう生きるかを展望し

た鯵。すでに擁象銘した地銭社会に分諺入るた

めの生活の具体髭を地域歓会の現実に求めたので

ある。瞬示麟ではないが、農村家庭の生活露難や

薬毒からの鶴見、労働力の衰退といった当縛の東

詑地方羅有の生活課題を縫会科学麟に分観する糸

雛につ雛て学校から見た実懸だけでなく、地球と

の接触の遍羅で発見し緩みかえようとした。麟ま

や子どもたちにとって福緩は地域蓬解の素読とい

うよ鯵も地蟻そのものの文免麟表現の発揮の源泉

であったと見ていたのである。

　また福被とのつなが琴にお塾て、鈴木遵太が戦

後驚役場の職員（教袴文髭諜一後に漿庁愚子課〉

になってから教縣から児童福鮭講に転じた鉄降の

ルポルタージュ睡奪が学校であるという考え方で」

は興縁深い．これはすでに学校や学校知を越えた

ところに福緩を想定する考えである。やや長くな

るがその藻分を引濁する。

　弩戦後教範から難産福鮭講に転じた理嶽の2

つめに一難編者／役場と瞬‘の仕事に、かつての教

奮に劣らない生雫斐と熱椿とを感ずるようになっ

たからである。役場に入ったぱ’か弩の時は、常会

捲導と歓業が幾の登事だった。そのうちに、文髭

諜という名鋳に変って鞍蓄や学事などの仕事が入っ

て来たが、やがて戦災考が雪嶺をうって簿に避難

して来るようになると、家を見つけてやった吟、

家財や寝具の寄付を貰った珍、その援護が僕の主

たる役欝になった。終戦になって引揚者の欝が．

そちこちの鞠置小屋を埋め、銃後奉盛会の解散か

ら、戦没者の寡嬢や失業者など、生活蟹窮者の簡

題が、ようやく表嚢化するに及んで、その援護が

工弱§庫至2鍔

今度の僕の仕事となったのである。

　これ．は教育であった。教室の代毒｝に野が学校で

あった。異土委員が懸窮者を寧請してよこす。そ

れの講書を作む、金を貰ってやる。それだけでは

璽窮者は立ち直らないのである。教室を講じよう

に『生活指導室が必要であった。簿全体が学校で

あると患われて来ると、かつて蓼生活学纐でやっ

てきた猛撃が、騨な立場からやることになる。僕

は又狸気のような熱精が燃えてきた。

　生活羅窮者が、全簿学校の最低の懸であれば、

それへの生活指導と瞬時に、薦衛藻隊の教育もし

なければならない。僕は復養した連牢のうちから、

純真な青年の一群を掴んだ。これらへの文化の捲

導・演麟会を通しての欝全体の文免の携上げ、絶

えず教室への思慕を持ちながら、教壇への復帰を

しない運鐡はここにある。盛縫

　このゼ教室の代わ瞬こ霧が学校であるまという

鈴木の考え方は、難きかけの対象が子どもから銭

人・大入（家族〉に移ったこと以上に、鑑活指導

の葡提に空活；簸緩の存；窪を発見し、その導；窪を麺

綾の生活実態オ、ら議みとること毒まできたためであ

る。このことは、後に学校での編鮭教蕎と地綾と

のつなか鯵の牢で顕在化してくる。学校（教官／

善書地墨竣とのつなオ鷲3をつく弩あ毒デる際毒こ｛響を纏縫

との縫孫オ藻ら追求しようとしたのオ玉。すなわち、

地銭（擾会／み変貌を讀みと辱、しかも、学校を

支える地竣往戻の意識との緊張関係の中に生活向

上への視野を持ち込んである毒この点について鈴

木が残した教護は、今嚢の生活指導1こお酵る地綾

福緩思想であるといってよい。

　もともと、教畜と福緩の統一薄書教官実践毒こおい

て強調されてきた背景をみると、学校と地竣生活

との撲1係の中で、ヂ地賊害こお轟雷る学校とは糞謬力》諜

という議講1こ含まれてきた。戦後擁難であれば、

当無寺の学校教育の指導観や子ども観はギ鷲｝畏とし

ての子ども」の形議であ吟、なによ辱も子どもの

ちからによる教育環境一歓会の変革に主譲がおか

れていた。ゼ新し恥中学校の手写1き」ぐ文部省〉　に

よれば「学校が地繊こ奉住する」と遠べていると

ころに示されている驚。ここでは福緩とは満た
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されない要求鳳福鮭ニードをもつ対象への働きか

けをさすというよ静、奉仕繕嚢への一方的な瞬一

行動が強談され、学校を含む地球と福鮭教育との

「続合」のなかで、公共の福雛への奉仕者として

の資質形繊が先行する。　しかしながら、糞らも含

めた縫会環境を整えることと「学校と地蟻のきず

な並として、地域鑛鮭教蕎の麗麗がその基礎になっ

ていたと考えるf芽」がある。

　（2｝生活捲違実践の総捲提点から

　さらに、生活指導にお毒ナる福糧：麟機能はよ輪講

造的な翼題をはらんでいる。このi論争の一連覇〉議

譲の展麗に関わって、戦後生活指導概究考の宮坂

哲文は、留欝への概舞として「現場の実践家と撰1評

家、学者とのはるかな題離に対する慈しみ」憾と

違べ、艮衆知と学闘難との対立を実践家と礒究者

との鰐立から諜｝じている。筆者の見解でいうなら

ば2つの難の縫係から蔑衆蟻のもつ入縫的要求に

踏み込むべきであったと思われるが、宮坂は最後

に「実践者の灘からの、いわば下からの生活軟膏

と、教育政策姦誌釣ないわ1婁ま二からの生活教育との

緩緩釣詰合や、理蒲と実践の根即的な発展を可能

とする生活教育というものは、戦後の教育望のな

かではじめて遽られることとなったといえよう

」騰と総捲1を換えている。

　これ護ま生活捲導が人馨1の軒最簸褻嚢度を保萎章され．

ざる生活6）種々の療剛に蕎馨した上での縫会変

革をめざす際、敗戦後の縫会椿勢（社会事業や箆

童纏縫施策を含めて〉へのテーマの立て方に関わ

るものである。戦羨の生活指導難斐の展溌の中で、

この「最低鰻度を保漿されざる生活感への理解は

当跨の霞家続麟による学校の綾織髭に取辱込まれ

ることによって成し得なかった。そして綴方教育

の中で「意識づく瞬誌として威誇得た生活指導

の存窪に豊当牲を盤与した。このことについて、

膂肉常一は、「宮坂は、生活綴方の生活指導の内実

を自鐡意志な晒しは人懸的要求にもとづく社会改

造とみなし、この文賑において生活調練、集穣教畜

をとらえることによって、それらを急進鶴な教育

による縫会改造譲に績みかえようとしたのではな

いかと考えられる窪という撰：覇を展駕する鰺。

　この幾1轡は生命主義的な綴方と生活講練を結合

する際に留岡の塾う縫1からの生活教育」（魏度

短による生活海上〉と生活綴方人たちが》・つた

「下からの生活教畜」（戻衆笑餓こよる生活爽ま二〉と

をつなぎ会わせるという課題を耀琴起こしている

ことになる。このことは戦後生活詣導運動艶の総

捲をめぐる開題点を示唆しているだけでなく、

ヂ上から」と「下から」の潤題を乗物越える識議

として、生活捲導と橿蟹：教畜とのつなが弩はこの

総捲に遮るものだといえる。これはまさしく生活

指導実践内蕊の方法強鎗志癖と公的な保難や麟度

に対して畏衆による欝治をもとに生活改変をすす

める方法誌麟葱癖とを分離して考えることによっ

て盗まれてきた開題であった。

　また、膂肉の撹響1は、綴方教官のもつ子どもの

思験や感精を主意的にとらえる事による弊害をさ

すものであ吟、子どもたちの地銭での生活福還：鷺

題を歓会科学的視点への展聡の籠道において一定

の猿定した視賢から解霧することが宮鍍において

は不十分であったことに対癒している。今嚢縫に

震えば、行豫1が抱える課題やひずみを擬覇するだ

けでなく、実践に内在する課題を行政のなかに議

みと吟ながら穏亜鈴変乾を追求する藩究方法やつ

なが吟を追求する羅究の必要盤である。これは今

蔭的毒こも蓼多き継ぐ課題である。

　（3瀬：縫数等奪の葵蓉i落とヂ推遇

　一方、福鮭教育の立場からはどうであったのか。

　教育基本法はその譲文で「人類の；懸徽と平秘達

を購詳し、騒蔑としてのこうした貢献の実現を教

育「の力毒こ待つとし、憲法の精幸率を民三蓋麟教育の基

本療瑳に簸置づける。その串で、r共講社会の叢

鮭を増進するま鰹、福鮭とは幸福であ鞍、生活陶

土への縫会的理念を教奮の力によって達議しよう

とする方海牲と織入み尊重に立った人．格形成の方

向盤とを結合する視点をもった。したがって、嚢

本蟹憲法や教育基本法にもとづく権灘としての教

畜の実践麟凝念であった編緩が教畜活動σ）遺程で

統一醗に捨握され、瞬時に教育の倫瑳離懇懇の凝
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集ならびに毒畏縫会形成の協霧原理の基礎として

一憲嚢覚麟善こ理解はなされてきたといえる。まさ

しく、子ども・青年を対象とする福鮭教育と学校

の教育活嚢の騨係について、　ド歓会事業葺といっ

たそれまでの教髭・啓蒙教曹から戦後蔑主教育の

蜷緒の時難にあ弩、雛会福縫の遷念の実践的追求

を学校教育体系の過程全館に見いだそうとする、

いわば内発麟な要馨からの匿鱗芽雄的時鰯であっ

たと見ることができる。

　そもそもこうしたヂ萌芽連なるが晦えに未絃合

であった旛鮭と教育は、その懸者をつなぐ麟度の

有無や摂雛手の職務・技術・運営上の共通認識の

騙た樽によって機能譲麟な連携にお騨ても希薄で

あったとみてよい鰍。ただ、新し》毒罠縫会の

形成が教奮や福蟹の分野のみならず襲餐生活の諸

分野で模索された当時、桂会や地域改変の譲理に

共通した翻分での教官と織緩の連携は存在した。

それ1ま、懸鮭的実践力を習得することと懸々人の

人格形成の欝係に発奮する桂会参撫（地銭参細

をめぐる連携である。

　戦後の学校における教科（娃会科など！や教科

夕郵の2震動毒こそのヂ藩芽涯　をみることオぜできるの喜ま、

福緩教畜が桂会編緩をめぐる実践教育の鑛発を童

陣しているにすぎず、学校にお謬る人権教育や生

活教育の「局嚢としての実態」に委ねられていた

ためである脇。

　では学習指導要領の告示離後までを擁に取ると、

福蟹教畜は篠鮭・奉佳活動醸本癒ナ字、募金・

動け合い運動、福援教育協力校麟痩を含む／との

縫係の牢で、いかなる課題を突き鐵してきたのか。

　編緩教育が体系的に取弩纏まれはじめたのは欝

5§隼鋳後からであるが、その当時生活捲導実践は

おおむね次のようないくつかの実践が混在した状

溌にあった。その一つがしつけによる鮭会的生活

習馨の定藩を§麟としたもの。そして2つめにガ

イダンスによる懸人麟及び集懸的な鵜題の・む選的

治療を目的としたもの。3つめに、特驚教育活動

による密生麟で縫会的な生活態度と生活技衛の習

嶺を鐸的としたもの。婆つめに、学綴づくむ・神

懸づく辱による集懸叢窒導による現震i童活の率での

圭鮪鋳三i2舞

生き方の指導といわれるものむそして5つめに、

集獲主義的指導による擬律と綴織の中での変革的

な人溝形絞を§的としたものである。

　とくに、福蟹教育1ま3つめのタイプに髄痒して

展離する。その点でもっとも特徴麟な我流でいう

と、綜鬱鬱究達から特購教蕎活動への経選は、やや

全霞での藤一釣な活動を押し進めるだけでなくそ

れまでの学校や学校地鷺での擾緩教育（活動〉の時

聡的余徳を奪い、全羅麟にひろが軽つつあったギ篠

鮭教育推進校まを織少させるなどの変髭を及ぼし

た。それを数種で示したものが嶽ぞの表である麟。

　欝欝隼（醸秘32奪／とi欝3隼（紹秘48隼／に大

きくギ鑑進校壕が減少しているのは蝶的にその実

態を示している。

表潅　」・殺・C全緩メンバー数と福島察メンバー数

禽　鰻　　　　　　　　　　　　（紹23奪～5｛｝隼）
メ　　　　メ

そ義…　　　　　　　　　　　断
、論、㍊

　　　1

　　　｝

　勝 P

麟錺P　　　か！
　　　l　　　　　　　　／

州　　　〆
　δ万1　　　　　1

　　　｝

醗5
　　　き

＿！
　　　1

　　　き
覇三和

勝！

期A』

／
－
〆

メ
　
ノ
『
一

－
紹
二
互

弩
一筆

紹
、
一
一
（
）

躍
．
漏
盤

瞬
羅
（
）

羅
囲
豊

沼
亙
○

2　地蟻変貌と生活海上め矛鷹にみる理代鎗課題

構都帯化擾会への対癒

次に理代鯨な課題について醗らかにしておく。

今馨、福野教官への藩究綬鶏としてボランティ
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ア活動かその主たる対象となっている。ボランティ

ア活動】がいかなる役翻と任務を帯びているのかを

理解していくときに、さまざまなボランティア活

勇の社会麟生成とその変容遜程をひろく生活問題

の諸領簸と絃びつけ、鮭会の生活権造豹文賑のな

かでボランティア活動が果している役舞と機能を

分権していく必要がある。

　高嚢経済成長以降、縫会のギひずみ達として生

まれてきた公害濁題や橿鮭開題に対する施策は、

成長難にあったような鬱散釣裏づけをすでに失っ

てお辱、「複製：の髭覆：し聾譲を正議琵するばかり

か安上が鯵の纏鮭擁策の多様銘に見られる受益者

負擾の懸瓢湖をあらわしている。現代茎孟会のボラン

ティア活動は、低議長鰯の産業構造の改革を費景

にして、つま諺謄7§奪1代蕪半のオイルシ妻ックに

よる財政の硬直建1と福蟹：見直し蕎議こいきつくこと

になるひ「福紙ニード」に鱈する行政麹策の鞍雰、

都南髭に象綴される社会的病礫に深髭、共構鮭会

の崩壊を逓O、遊に罠霧責錘と住蔑碍縫会参擁の

必要性が認識されていった。こうした視聾が学習

の対象として系纐鱗こ深めることを§的としていっ

た。

　飽方、ボランティア活動の分野は、8轟年代獄縫、

飛躍的に拡張する様穏をあらわしてきている。被

会福緩分野や教官分野はもとよ辱、文箆、スポー

ツ・レ・フレーション、学術覇究、海舞からの難戻

や移住考への覆際遷解・麟際交流．蟹鰹協力、人

権擁護、窪然環境・繰護、本スピスや霞立生活援

跡、奮宅介護者への繰健・健康、緩療、まちづく

琴といった地銭振興など、ネットワーク璽発展の

形態をとむながら拡大の状溌にある。｛竈方、篠薄

｛ヒ蕩題から見ると、急速な都毒｛乞の進展とボラン

ティア活動に取琴緩む霧発麟グループの増糠は密

接な権互関係1こある。つま辱、篠毒乾の歪みが公

的保鐘の遅れを覇長し、窪発釣なボランティア活

動をますます必要にしたきた購係がある．こうし

たボランティア活動の取弩纏み領域鉱大はおのず

とボランティア機念の拡張を生み鐡すといえる。

　ところが、その際、旛蟹教畜と学校教育を切琴

結ぶ可能性を探ろうとすると、従来綾びついてこ

なかった諸顕蟻の結合かいくつかの接点を持ちう

るという難待もある。そのiつが、薦被教育実践

において学校生活では感ごとれなかった新し塾量

雰を飽者との縫係の内につく弩だすような教育方

法i論を可能毒こすること。2つめ紅は、学校におけ

る福鮭教育は学校という集露的活嚢によって参撫

することが選けられない（懲人の極否の濃難さ／

が、福糧1麟機能を塗がめないためにも、ボランティ

ア活勇を学校と教官の機龍だけではない多角釣な

控握を必要としたことがあげられる。　3つめは、

学校の中に埋もれていた子どもたちの露発雑な諸

漬勇をボランティアとして麟家が畷雛上げようと

している点に考癒しつつも、福鮭教蕎が、子ども・

青隼の麹立と成長に対する学校の童体麟条件を覇

確ζこする課題（婁践〉　を発見するのではないオ｝と

いうことである。

表2　ボランティア活動の中長難釣な振興方策に

　　　ついて（意見巽率め概要〉

　　　｛平議5隼7鳶2§欝　中央桂会纏縫審議会・

　　　　　　　　　　　　地域籟就蓐霧分群会）

　　　　　　　選ランテイアヘの蝿心の轟ま摯
　　　羅歪毫の童鐡の変憂：と多様疑二　教〉　・｛｝の豊かさ．　禽邑実現、讐余毒撫

　　　　、労欝欝馨等　　　坤墨蛙繭、後妻賞鐵への籠心の藷艶
　　　戻醗蒋営鵜縄葎

　　　　　　　　　　菖
　　　　　選ランティア活鶴の童義や舞簿iの変登二

L簾磯鵬駿会、離コミ瞬賀磯断

編蕪雑懸憲ご1』，
震書毛ま，籠入に王λの羅畏か活鶴i⇒ 雛年に薯ま亀入に玉入を馨響

耳 1毅琶 旨 …
隻

〔長綱釣には、轡異の遙単数の参雛オ嘩擦1
多毒

｝

i

　　　　　　　　　　　菩
　　　　　　　　7つの重点議題
　　　　　　　　　　　　　　　無体餓　　　　　　1

麟繊麗鵬　磁 ｿ書讐掌灘罐会議　1
＠繍参麺プ晒　醗轍　i・磯活励繊麟ダ　　i
　　　　　　　　　　　ザ　　あ　　ぎ　　のプまグラム　　　　ヨ

磁界評　　え �撃撃撃結a轟灘i

建企業・労鶴総合の琶余震獣濡黎　　　卜多蝶な瀟舞メニュー

　　　　　　　　　　　　イ　ランテイア　　ト　　ゑ

・雛蹴蟹サ　麟 @…饗灘黄雛雛轟　…
駿鑛礁織物纏　　i鱒冶ア活雛齢蘇　　1
　　　　　　　　　　　　・舞鶴難と職翼の憲鐡馨発
！慧1爵舞暴盤の整騰と実接　　　　　　　　i・地簸橿釜暴農・叢舞葬盆

　　　　　　　　　　　　珊ぎランティア無金
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　ただ、生活指導！地球塗活捲導ンがねらいとす

る実践に耕して、こうした凝念の鉱大は子ども’

青隼との接点を考えていく隆にiつの落とし穴を

もって雛る点に気づかね1まならない。それは今馨

の都瑠銘鮭会の癖がみが「多様できめ纒かなボラン

ティア活動嵯を生み鐵さねばならないという鶏題

を懸藪しているという、産業構造や溝費撰進の資

本主義酌改革を補完しようとする昆簡責鉦型駐会

参趨がまさにこれにあたる。表2　（欝頁／はその

振興方策の機要である鋤。

　このことは、新嶽露主義麟風潮と地重或盤1活捲導

との穫iわ穆の串で闘われるものであ弩、これから

の地域と学校との絡みに微妙な影を落とすもので

ある。橿鮭の振かれ方が企業社会のゆがみによっ

て生じてきているという認識にたつことによって、

この歪みと教育の幾わ弩方も鑛在銘する。

　紛雑会福後覆念鵜転換との礎係

　もうiつ麗代的課題を浮き上からせるものに、

桂会編鮭凝念の「地竣福緩ま牝との縫孫である。

ここでは、こうした後会動鶴とのす鞍あわせから

社会福鮭凝念の逐年の転換豹動向を分観しつつ考

えてみる。

　地銭の変容や家族観念の転換など齢隼代以降の

駐本の諸壕犬溌から見て、歓会橿雛の機念そのもの

もいくつかの嚢陶を示している。まず、これまで

の選騨的救済的な篠鮭から普遍的な福紙への転換

である。2つめは、旛設主義から地綾主義への移

行である。3つめは、受動麟な搭羅としての〕蕪艇：

から当事者の主体的でかつ選霧的な麟爾を主体と

する福桂への転換。逢つめは公的蕎政サービスの

露一的な盤絡から行使協軽による多元的なサービ

スの僕給。5つめは、串央集権的轟緩から地方分

権的福畿へ4〉動癖である。

　これらは「地綾薦被3がこれまでの地銭業縁体

での無縁覚に「蕪然」的におこなってきたものを

よ辱効率的に押し進めていく幌聾をもちながら、

こまかなニーズに対癒する縫会資源の整講に縫会

福緩の重点が置かれている。

　こうした動海に絞って教育と纏緩のつながりを

圭鱒6年i2鍔

見ると、学校のス解ム化や鮭会体育の推進と子ど

も・青隼への福櫨を営む率購的麺置の存壷に対し

観念的に追求する開題が生じる。この中閥的位置

の存姦とは行政号一ビスの行き羅iかな塾ところを

補完するようなものではなく、侮らかめたのもの

を麟るボランティアという視点か必要になる。車

いすで介護を必要とする場合、すでに介護を必要

とする　（介護者がつく〉行為そのものが踏段や建

勃、遊鋒の段差によってなされなければならない

のであって、こうした難壁が麓害（者〉を生み饑

している。ボランティアを養成した移綾織を権る

ことが先行する今麩的績溌にあって、こうした障

害環境への転換を邊る行為に乗吟饑していく人々

を育てるといった考え方が必要1こなろう。

　こうした観点から教官と；轟蟹の実際的なつなが

弩を見ると、これらは教育と編麩をめぐる縦審彗弩

行政1こよる弊害や教癖・奪稽職養成段灘から実践

（業務〉活男殺欝を通じて交流や連携が希薄であ

るなどのε壁」にもよるが、大きくは歓会的存奮

としての子ども観の穣違に譲点があると考えられ

る。つま辱「通常3と「特殊」という枠緩みであ

る。ここには次の2つの発想の対立がある。

　そのiつが「編蟹ニーズ」鱒象者を後会から

「分離達して全体社会の秩隼と安全を維持してい

くという発想である。もう圭つが分離せずに受容

しつつ縫会全体の福鮭水準を高めていこうとする

発想である。これは福緩をめぐる人々の地綾（生

活圏〉の分離となって教育と織鮭の綾一の紡げと

なっているσ

　このことは、今嚢の「子どもの権羅条約」が教

育理場に根づきにく麸一霞とも考えられるが、子

どもの権稀を擁護するための保護としての福鮭的

機能が学校内濠に衰退しているとみる以上に、学

校と地綾や家震とのつながむの串に要求される篠

蟹嚢勺機能の衰退治薗みられ。る。地墨或・家庭と学校と

の分離の遍程、地球の教畜力の蟹下の実態もこう

した視点から見直す必要があるので1まないか。翼

に学校5嚢簿1；が「学力｛呆嚢章」なる塾逓墾とボラン

ティアの励行を促進する動講も見られる。
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　（鍵ヂ福：鮭麟機能憾の再生に纏わる4っの観点

　以上、述べてきた蟹史的課題と現代麟課題を通

じて学校4）福量的機能の発濃を次のようにおさえ

ておきたい。

　第iに、大人、子ども、青年をと辱まく生活破

壊の進行に鋭して人聞としての生存条件（生存：権）

の｛呆障と確立をねらいとすること。

　第2に、学校が子ども・青隼の生活の場（羅場

漸〉として滅跨1立ちうること。

　第3に、生活環縫・生活条群4）簾舞と大祭形絞

の弁証法的統一の観点になった福徽。

　第尋に学校の生1活福鮭を地ま或編；縫と結びつけて

発展させていく展望をもつこと。

　これらは学校における纏縫が教奮馨的に従観し

た福雛であった辱、教畜鶴な福鮭であっても教科

授業毒こ健属した纏縫ではな塾こと毒｛鳶窮是毒こなると

考える。子ども・青年をめぐる「反福鮭麟献溌達

に対してかれらの擾鮭を学校として醗癒する立場

牲が希薄な申で、と善わけ生活権被については、

養護・養畜を主たる農麟とする機縫に委ねる傾肉

があ辱、家莚や地竣教会が負う任務であると考え

られる場合が少なくない。　しかしながら学校が子

どもの生活福鮭の場となることを免験されるもの

ではな㌧㌔近代学校の戚琴立ちをさかのぼるまで

もなく、また、今欝の家庭や地域縫会の教育要求

に黙らし合わせるまでもなく、学校は地域建長の

協羅の1翼心によって形歳された機幾（センター／

であることを軸に学校教蕎の再編が必要となる。

外発的な開題要灘によって艶握されてきたことに

よる機能の潜窪髭をいかに内発的な線み替えによっ

て顕在免し露覚乾するのか。これは騒提麟な協溝

の要求と短見1こよって鱗らかにすべき課題である。

つま鞍、「施される」ヂやってもらえるものが橿鮭

である」という意議権造の転換が重要になる。

欝．社会参簾とボランティア活動の今8離農雛

潅．ボランティアの轄籔

　瞬自発性・連幕牲・無償舗の拡張

　これからのボランティア活聾は社会参簾として

のボランティアと隣保牲としてのボランティアの

2面性を教育捲導の遜程でいかに統一するかに醐

わってくると患われる。これらのもつ纏緩的機能

から生活指導実践の課題について考えてみた華。

　今蔭、ボランティア活魏をめぐって克験すべき

点は大きく2つある。

①　 「施し鷹やヂ哀れみ・縁精まのレベルとは異

　なる「善意≦を基盤におきながらも、縫会科学

　的な認識の希薄な歓会奉硅璽活動をいかにつく

　軽かえていくのか。

⑨　人権・権稀保障に陶けて行政責任の追求のた

　めの幾題提起を中心とする歓会運動塑活動をい

　かに懸人の諸要求の実現レベルにもってくるの

　か。

　そしてこうした性格のもめが二極分解して存；在

していることへの解離であろう。

　従来、ボランティア活動の特質を指し示すもの

として舞があげられてきたのか。

　福鮭教育の基本朗複肇蚤からみて、ボランティア

活動はそのもっとも率核的な実義であ弩、魑広晒

活動の位置を羨めるものである。橿；縫教育実践を

譲むるとき、ボランティア活動はすでに遠べたよ

うに、子ども・青年に「福緩二一鴎への着察を

基本麟懸纏として育てる重要な入購麟活動の場で

ある。ボランティア活動とは一般に、r露虫な意

志による欝発牲に支えられた実践行為そのもので

あ鞍、福鮭歓会づく瞬こ積極麟に取鯵経んでいく

意麟的、欝薩的な醸常活動重であ弩ヂいわば毒疑

意識を基底にすえながら、地域鮭会づく鱗こ晦酵

て、よ弩住みやすい競るい生活を、穏互に連帯し

ながら築きあげていく縫え翼ない活動涯鞠と定義

されている。

　さてこれまで一般に、ボランティアの定義は、

その霞発姓と連帯性、そして無燈牲という特性に

よって表理することか多い鱗。

　露発整髪とは、　霞己の要求を餐皇考にもおこなう積

極的な倫理観に立つものである。飽者のラ種益のた

めに露己の行為を選類する霞主的な意志と農発的

な行為であ辱、強1縄される行為であった辱、不竃

違鶴なできごとではない。連帯性とは、連帯麟癒

互牲の原理にもとづくものであ弩、その活動を遜
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ごて褻己志講が纏者志鶴に変革され、窪己と地者

を「共存する麗係鑑」においてとらえていくこと

ができるようになるひとびとの綾1長を難待し、か

つその遺程を大切にする行為である。無償姓とは、

原麗的には誘発醜な意志や趨霞な行動内容が鞠質

的数墾麟な尺度で換箕されることなく報醗を鱗待

しないことである。これはすでに奉仕の精禅と呼

ぶよ舞も、霧畏麟義務として位置づけられるべき

ものである。無1賞牲とはあくまでも、今馨の善意

の還禿を鱗蓼に鰯縛する匿反対結付」を想定した

行為で1まな雛。

　ところ炉、こうした特性の上に戒む立つボラン

ティアにも以下のような開題牲がある。それは、

桂会志講から猛じるもので、嶽己のボランティア

活動が現雀の福鮭行政や公約扶鐡の後進牲を灘存

しているのではな》かと塾う疑闘。そして、2つ

めが編蟹見直し譲や緩緩窮辱捨て行政へのゼ安上

が辱行政」に撫挺しているのではないかという簸i

閥である。3つめにはボランテ星ア活嚢を通じて

獲得して鯵るものが、難分嚢身の大隠形絞や舞1；神

的成長4〉§的とな辱、対象となる構手を嚢己啓発

の手段1こしていないかという盛己志晦への反省で

ある。これらは教畜におけるボランティア活動の

実銭的な開題提起として重要であろう。

　鱒先駆牲・共懸盤・提震牲・政華縫へめ恋病

　しかし今薩、これらに合わせて、先駆姓、井溝

姓、提叢性．改革牲が懸趨ないし統合しつつあ

る。

　先駆縫1こついては、8（）奪三代以降、ボランティア

の本質は生涯学習審議会の「今後グ）後会の動薄紅

対癒した生涯学習の振興方策（答申擁が運べる

ように、野ボランティア活動は、嚢人の露縷憲1志

に基づき、その技能や練麹等を進んで鍵盤し、鮭

会に貢献することであ弩、ボランティア活勇硲基

本麟理念は、自発櫨慈意志〉性、無業（無給／

性、公共（公益）姓、先駆儒発・発農／性、に

あるとする考えが一般的である」踏とする魏海に

示されたものであ鞍、この発蟻1は生灘1学習とボラ

ンティア重き動の欝｛系に見ることができる惚。

至鱒暮年i2舞

　以上のことから、ボランティアの特性を撰礎づ

けるもの1こは明らかに憑人や集懸の生活や意識を

蔑定している経済社会のメカニズムが浸透してお

り、マイナスの舞縮が見えかくれしている。すな

わち、後に詳しく述べるが、ボランティア活動が

その実践主体である者の窪己決定能力や露ε懇繊

能力、自己選択能力を瞬確に保障していな》｝から

である。とはいえ、ボランティア活動からボラン

ティア学習に転換するにはこうした諸能力を再生

する認識影罎1の揚力虜設定できるフ摯もしれない。ボ

ランティアの機念定義を支える要遜の変髭がこう

した定義を生み鐵しているといってよレ㌔

　次に共瞬牲の視点は、縫会纏鮭の実践をその問

題毒こ耀して、騒家や欝治捧が謹接引き受けるので

はなく、嚢密で濤主麟な意思をもって駆る昆馨羅

棒や懸人がおこなう方がよいとされる。そうする

と、こうした考えを支える要素は、自発盤、連帯

牲、無｛震牲の3つだけをもと嘉こ露定できない馨　こ

こでは、公私の購題を綴本から問い直す必要があ

る。教奮の串では公私を教えることがある。公私

共疑を実現する課題でもある。舞えば地銭鮭会の

「福餐：ニード」に対してみずから積極麟に終ビて

いこうとする突進的な役響や公約藪での行政毒1渡

の不備や開題点をi繕摘しつつ、改憂翼こ関わる、補

完釣な役霧や、行敗施策や行政麗係機鷺と地銭跨

人々とを燐辱結んでいく瑳解者や協力者との蘂鍍

嬌的な役害彗をもつことが挙げられる。これらは、

福鮭教育が地綾福鮭を基盤としながらすすめてい

くための兇通しの圭1にある。それが公的な資源な

のかあるいは私的な資源なのかによる猛瀦を幾い

ながらも、双方の独蓑1な役割分糧を意識した公私

共講をめざすものである。よ辱共翼盤iに分諺入っ

てみると懸人の；縫会福糧酌鵜題をいかに猛会的な

問題として、つま鞍縫会麟文賑から課題を飽者と

共有化するのか。こういつた意線で共露盤が霧わ

れる。後の提言牲や改革牲とはこれらの延長線上

に成立する特徴である。

V．「参撫としてのボランティア雄

藩．ド籔神淡艶大震災ユの中での事撰から
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構薬毒災害への藩嚢

　子どもたちが〉社会／地域〉参簾や人権教奮・学習

の視点から溢鐸すべき諸課題が浮かび上がってき

ている。これらはいずれも子ども・青隼をめぐる

聡実の人露鍵係や桂会灘孫の中で披らがどう生活

の聖体者として生きる㊧かを購うことに合致する。

　逐年の子ども・青年の福鮭活動・ボランティア

活勇から以下のような状溌が報告されている。

　震災当縛、鞭遵機縫などによって「ライフライ

ンの鬱鬱毒といった表現が多数おこなわれた。し

かし、現震に切れたのは水遊やガス、電気といっ

た生活鞠資としての盤1命ラインであって、人と入

との織びつきという盤活ラインはよ辱高まったと

震われる。しかも、顕在化したのは都霧災害とし

ての特徴とボランティア活動との翼係であった。

　ここで無償の麺会奉仕猛勇というよ鞭も鮭会参

撫の観点から闘い直すことができる。

　薬毒の震災鞍害者は必ずしも歓会的弱者ではな

くボランティアと被災者」との麗｛薬毒善根夏至肇解1こお

いてなされるものである．当襖匿なにかしな謬れ

ば」と勇んで駆けつけたボランティアが謹露した

課題がある。それは「対等な灘孫において嚢分か

できることとは儒かを考える」行魏である。援麟

考から被災者への一方的な援跡の縫孫撃臨嘘さ

れたといえる。しかも、時翼や体力、人でを墾i給

すること以上に、飽考へ4〉遜解と翻意が必要であ

ることに気づいていった。このことについて野馨

はギボランティアが霞分の麟惹で被災者に透づき、

心の交流をしていくことこそが災害鋳ボランティ

アの精神である涯雛と達べている。

　講鱒に糟糠1理念のみならず、危機に強恥のは

システムやマニュアルではなくそれをささえる人々

の援勤文でとであるとし、隊孝等な入覆i幾係をもと

に得られる精鞍と持てる資源の管理ができるだけ

小集覆炉麹生して恥く文化こそが、危機に有鶴に

対応できる墜㈱という興練深雛捲摘をしている。

そして締民参撫のシステムでなく、毒蔑が霞分

の生活環境を考えることを瞳害しないシステムで

あ警、被災者の悲しみや疲れとっきあ》ながら晦

づく鯵の意欲が湧いてくるまで待つことのできる

專稗家である」鰯という。こうしたスタンスには

注目できる。

　さて、これらからわかることは、騰きかける穫彗

と働きかけられる鼕鼕との溝をいか＆こ埋めるかであ

る。そのためにボランティアされる耀をマスで理

解し、される翻の鰻劉馨葬疑（人格権／を無視し、分

離してしまう弱題点について考える必要盤がある。

　②ボランティアに酸鯵績む子どもの姿

　では、次に震災でボランティアに霧わった恥く

つかの子どもの「修文達から見てみる。

　r（羨略〉私の還っている瓦木中学校にも、

圭．4韓人を越えるたくさんの被災者が体育館や教

室に避難された。そして、瓦本1中学校の完生だち

のボランティア活動を見て、・むを動かされた。究

生たちも隅じように被害を受鍍、家の盛事；が蜜ほ

どあるというのに、朝早くから、夕方遅くまで、

少しでも避難されている方々がよい生活ができる

ようにと心が診て、一生懸命簿塾た。私はその姿

を見て、私もがんばらなきゃ、と患い、ボランティ

ア活勇へ参撫した．想像していた以上に、大変な

盛事がたくさんあった。トイレ掃除に、食糧の醗

給、救援麹資運びなどだった．食事の時購の合麟

をすると、鞍災者の方々が舞を作辱大勢、次から

次へとならんでくる。その人たち一人ひと瞬こ笑

顔で接し、食糧と共に、心の中で勇気をあげるの

だ。そしてまた、穣手もそれに答えてくれるかの

ように、笑顔で「あ辱がとう」と微笑み返してく

ださる時、嬉しさと満、蓮華惑とで毛・オ童満たされ．るの

である。次に、大事なことを教えられたのがトイ

レ掃除だ。承が鐵ないためプー影からバケツで水

を簿獲も侮凌もトイレに運び、その水で洗う。決

して§立つ佳事ではないが、もし誰もやらなかっ

たらどうなるのだろうか。誰かがやるだろうでは

なく、嚢分でやるんだ、そう思う心を教えられま

した偉このように、このボランティア活動をして、

私は多くのことを学び、少し人の心をつかめるこ

とができた気がした。そして露分が侮となく変わっ

たような気がする。（後略擁

　（「震災をとおして学んだこと、考えたこと、
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将来に患うこと珪、　瓦木串学校3年生／騰

　ギ私らは被災餐だから、なにもせんでいいとい

う考えは変だと患う。命や家の失った人は大変だ。

でも、i豪が覇かった入とかは、何かできるのでは

ないか、そして、こんな1こ全蟹から救済鞠資や気

持ちが集まっているのに、私たちもがんばらなあ

かんとちゃうか。今が若い者の力の見せどころと

ちゃうか、と患いボランティアに参撫しました。

　このひとふん蓄妻琴、勇気書聖、　この羅｝、　この人々

を救うのではないか。お隼寄吟一人でがんばるよ

吟、みんなで憾力していく方が絶対いい。私の見

た人の中に、本当に軽い荷物を持てな炉人が塾た。

私たちだったら、その薄霧を持って産れるぐらい

の重さ。一言、ぎ持ってあげましょうか？遜と声

をかければ、そのお年寄琴は、体も心も救われる

のではないか。こんな時だからこそ、がんばるの

が私たちぬ役蓉やと愚っている。たよ辱ないけれ

ど、麹分な弩にがんばっていきたい。でも、一人

やったら絶対無瑳やと思う。勉強も大窮やけど、

ボランティアも一つの魑強だと思う。こんなこと

は、一生に一度め経験だと思う。だからこそがん

ぱ｝っていきたい。」（鷹取中学校i年〉鵬

　こられの悸文から議みとれることは嶽一下の還む

である。

①災害への支援活勇を通じてボランティアを、

　ヂ～でなけれ毒麦ならない」オ玉らゼ～できる輩褻～し

　たい婆という意識でとらえなおして塾ること。

②　この「～できる」という意欲を基礎にして、

　みずからさまざまな憂会的ニードをもつ人々と

　の幾篠牲を新たに闘い直そうとする意識の高ま

　鯵が認められること。

③福鮭の現場にみずから参撫し築いていくもの

　ととらえ、またその対象を縫会釣弱者に銀定せ

　ずに子ども・青年一人一人が蝉象（当事者／に

　なるという懸の農立と成長に根ざした営みであ

　るという鶴野に！宣1とうとする点がある。

窪）　地域での社会的活動を通じた人々との鐵会い、

　共感的地者とのふれあいによる「癒し島

至鱒§庫主2月

⑤鐘考から「難待される露分」「役に立ってい

　る露分」の発見を通じた霞鱈の鼻1建1。

　そして、瓦木中学校の生健のように、欝常見る

鞍懸の姿ではないボランティアの様子につき動か

されている。瞬餐までとはまったく異なった生活・

経鼻であ弩ながらも、人聡としての行動を教麟と

生徒がまさに共有する空濁がある。鞍災蓄の救援

施設として、学校が被災者を「収容」する施設か

ら緩かみと共感・脇羅のあるゼ生活の勝運に変化

した一瞬である。

2．学綬での多様なボランティア活動

　その飽にノーマライゼーシ葺ンや鐘害見者運解、

あるいはこれまでの雛会の枠緩みの中で現実に揮

艦されてきた人々についての理解と共講行嚢があ

る。

　それは実盤活の身透な鐵薬事から地球環境・窪

然環境驚題、地域簾発翼題、艮族聡題、入権・平

穏などの人類麟課題の解決に絃びついていこうと

するものである。

　こうした動きや懸人の患いは、奉仕としての纏

縫から事実としての福緩への転換を羅誘とする。

しかも、嬢；縫が「幕営の教官の営みにおける潜在麟

教材の宝嚢馨」（一番ヶ瀬康子〉となき？、生豪雪の主体鶴

改善のなかで深められることをあらわしている。

　懸鮭の見直し」論や今蔭の霞本型幅緩の矛蔭

から考えると、「橿鮭」蜜体のあ写方を霞常生活

の中で問い、遂に被会福鮭開題の所喪を認識する

という遍程（学習／が重要であ鯵、そのことがこ

うした生奪毒の主権者からの追求、つま鯵学習者青

身の欝常盤活における福鮭縫題の発見を基とした

開題認識やその教育方法を確立することにつなが

る。子どもたちをと弩まく地域鑑活そのものが、

矮小化され、縮象髭、隠蔽化されるとそれだけ教

育もまたその薄饒姓を大きく羅まれてしまう。

　教育は地域｛盤や瞬一学隼単位を強調することに

よって鰻定をもつ。しかし、福鮭ぱ工菩タアをこえ

たコミュニティを基盤におこなわれる。これが｛露

人の醗鎖麟な視響をおのずから解放する。

　重し塾ボランティアを導入することの意練一権
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力餐難係毒ことらわれ．ない「霞一毫甕重縫係であ弩、交書

等な鷺係であることを瞬示している。

　なお、もうiつ心のケアの鶴題が浮かび上がっ

てくると患われるが鷲の機会にi論ビることにした

い。

3．裡会福縫問餐への籍た倉関心

　このような動海は決して鋳異な事鱗ではなく、

携えば、子ども・青年、成人を対象にしたボラン

ティア活動の実態を示す総理癖「生涯学習とボラ

ンティア活動に臆する量譲調査ま灘の結果からも

見ること漆§できる。

　この調査は塗涯学習とボランティア活動に関す

る醗罠の意識を講澄し今後の施策の参考にしょう

とする目でおこなわれたもので、全麟器歳鉄上者

3，癖｛婚人を屡髭2段踏無作為機織法によって捻艇

庫に実薦された。

　表3　ボランティア活動に鰐するイメージ
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人のためにする活動達「無機で行う奉仕活動涯炉

従表通鯵多い数を題しているが、「多くの入と交

流を深めること毒害できる活動達「大霜牲を豊かに

すること善書できる活動」力量馨立つ。女難のポイン

トが総数、男雛とくらべて高いことが蒋綴だとい

える。その点で、男雛ヨがゼ使命感を律うやむがい

のある活動≦ヂ窮己犠牲による奉猛活動遷に飽と

比べて多く女雛の活動のしなやかさの由縁を示し

ている。これは現代入の新たなライフスタイルの

志、海として合致するゆ

　また．年齢琴彗に見た今後の参糠意向については

次の表俵磐である。蔦歳から鯵歳の曝と縫の

隼代麟と比較してみると羅数の翼題隷ある炉、勢

権女権ともにゼ機会があれば参撫してみた》彗が

多く、職業磯1こ見ても影学生達が最も多》。薪ぜ

ひ参擁してみたいまでは決して高輪パーセンテー

ジを示しているといえないが．活動機会に接した

いという気密寺ちには積極雛iが感じられる。

　表4　承ランティア活動への今後の参癩薫陶
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　その飽の調査㈱からも、ゼ活動のきっかけ」で

は、ゼ歓会に轡か役立ちたい」、次に「窪分の勉強
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になる」、「余暇を有意義1こ使いたい輩と、「余鍛

活動」の項馨がただ土鼓にあるだけでなく、薦2

者との麗係からすると、暇があるからボランティ

ア活動をしているのではなく、活動のために余暇

を瀦婿する実態がある。「ボランティア活動をし

て良かった点までは「橿塾との理解悪書深まった」

「友人を得ることができた」隠いや穆の心が深まっ

た」の顯1こ、翼常つきあうことのな塾入との懲会

いが特筆されるべき事極となっている。こうした

現実を次に「もうiつのボランティア活動蓬とし

てとらえてみたい。

耀．ヂ関係牲としての承ランティア漣への農鑓

華．オルタナティブな縫会への実践主体に

　このように新しい参撫譲の台頭慧新し塾ボラン

ティア活動から発せられているといってよい。そ

してこの活動がオルタナティブな歓会への窓嚢と

なる。類型姥にみると次のような窪つがあげられ

る。

　獲麟審ランティア1

　瞬ご憾みを持つ人々の活動がネットワーク化し

ていくことに見られる。こうしたつなオま鯵型とも

いえる献態隷、ある騒人がなんらかの切実さをもっ

て開題にか；かわ辱、地者とつなが琴をみつけよう

と活動するなかで懸驚を発見していこうとするも

のであるeつま簿、地者の鶴題を塞己のものにひ

きつけていく活動である。これは、都毒建のなか

でこれまで見えなかった地蟻集懸の力であ琴、こ

うした取琴緩みの率で再生しているところに淺馨

できる。

　おすそわ修撰ランティア1

　露分自身の難題からはじま弩それと講じ覇題を

抱えた者と共請して対越していきながらその過程

で獲得した問題麩選の方法を地者に「お露分けす

る輩もの。これが透隼最も増撫している。

セラピーボランティア：

露己のためと地者のためを統一した蜜己治療を

至縛6奪茎2鍔

さす。饑えば実践的には、葬行少年が老人ホーム

で奉仕する取鞍緩みを遠ビて更亜して恥くものは

かってからある。この取零績みはよ軽積極的に、

串学生が独居老人に協力家庭として委託し、これ

まで活動の対象者であった人が活動者に転換する

ものにも発展している。これはボランティアの一

方方梅姓を緩みかえて》こうとする取嬬雛みであ

る。（甕発牲とは穣華人本｛立のものではなく、楼互

志向盤をもち、それ嚢身、集霧的共岡釣なもので

ある。）

　青楼ボランティア：

　近隼のボランティア活勇は進鋒鷺題や生き方、

欝き方などと欝わって来るのではないだろうか。

ビジネスそのものがボランティアと一体乾してい

るものである。本来の業務を持ちながらその接点

で生まれたニーズに対癒していくものなど、縫会

事業への参撫が有給として離度乾しておこなわれ

て駆る。その亙舞として、農縫女権！部や生協の福

櫨活動の鉱が弩には謬をみはるものがある。

　これらギ靉靆ボランティア重、罫おすそわけボラ

ンティア」、ギセラピ一拳ランテイア塵は、権互に

攫い手や対象にも壕る翼藻は、癬鷺宮立という椀

点がボランティア観そのものをi変i憂しようとして

いる。共生の時代とも疑わ蘇る今・嚢、ヂ共に生き

る」をボランティアの原点に内蔑する傾癖が生ま

れてきている。

　こうした実態から見ると、ボランタ獲一アクショ

ンを畿立させるための要件露身が変牝していると

いえる。特定のライフスタイ渉を遜むて無慾覚の

晦につく辱あげられる「規範牲謹とは異な弩、

魑会疑」による橿互蕎為によって講戚される潜

在i雑な可能性から自己の存；窪を発見する。これは

ボランティア活嚢のみが有する纏織療理ではない。

ある高校生は「ただ一口にボランティアといって

も、たんに奉硅活動という童珠と鮭会福鮭をイメー

ジした意味があ辱ます。だから、無業の奉仕活嚢

であるという意陳では、僕のやって雛る生徒会活

動もボランティアの一種じゃないかと、ふと思い

ます。そこでは学隼や学校を越えた瞬澄代の仲薦
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とふれあい、勉強や友だちのことなど、いっぱ》・

考えることができますまと運べている。これは愛

簿の高校生フェスティバ庫に取穆緩んできた高校

生の｛雲葉である。

　要するに「穫1係姓としてのボランティア崖　とは

「麟るボランティア」であ鯵．ボランティア活動

を経織した鞍活駕することで隷ない。

2．ボランタ1フーアタシ欝ンと学校参擁

　こうしたゼ隣保盤としてのボランティア窪を教

蕎実践のレベルに置き換えるためにどのような視

点や工夫が必要になるのか。まず、そのまえに、

このボランタ｝」一アクションにつ雛て識じておく。

　佐藤慶幸はボランタリーアタシ翼ンの内包と外

廷として次の視点を示して》る。

　「密律麟であること涯、ゼ権力志海釣ではないこ

と」、r職業窪きではな塾こと諜、ゼ舞…交換的でないこ

と涯、「葬8常的であること」、ゼー鋳鶴・闘欠麟で

あること」騰。

　佐藤はT・パーソンズの歓会システム誌が葬ボ

ランタ弓一アクション（生存欲求や経済的欲求な

ど／によって購威されていることを捲摘し、ボラ

ンタ蓼一アタシきンが葬潔ランタ穫一アタシ馨ン

から露鬱し、「人々が室ま会システムにお捗る地｛宣一

役：靉靆係から窪露な立場で行動できる轡界」訟で

あるという。

　では、この聡題を子ども・青年の参撫権と学響

権との罷係からとらえるとどうなるのか。これ．ら

のボランティアの状溌を学校教育（教育的難きか

け）の立場から整遷してみると次のようなことが

権講行使の基礎につながると思われ．るσ

①　魑入の行動として欝律的であること。

　このことは、残存の諸麟度や学校という麟痩か

ら拘束をうけないで、そこから甕露な立場で意志

決定し行動しうるものであること。

②評懸を意識した辱権力志向麟ではないこと。

　なんらかの権力のあむ方を撰藻琴することはあっ

ても、霞ら権力的立場を求めな騨ものであること。

⑧　…馨…欝常的であること（鉦意姓〉。

　穫れ蔑しんだ露分の霞常的生活よ鯵一歩踏みだ

す動機づけにもとづいての孝テ為であること。　馨常

醜生活オ£子ども・青年毒ことって1ま緩緩雛であると

考えると、ボランティア活動は騒常的盤活のなか

で一定の時1薄を一時鶴毒こ罰く行為である。嚢常と

葬猛常の郡霧3にある「不連続嵯のなかにひらか

れた愚考が生まれる。

　この⑤につ諺換えていうと、いま、子ども・青

年にとって欝えることは、当然である縫雰から一

歩踏み墨すことによって、新しい澄雰を縫者との

隣保みうちに饒む饑していく必要性である倉一歩

踏み鐵すことによって獲得される欝1雰がボランティ

アの量器であるといえる。すなわち、麟度｛ヒされ

た馨常盤饗のなかでみずから新しいものを奪轡鐵

す避雰である。学校教育はこうしたf一歩を踏み

慮す蓬契機を支援する役墾をもっている。

　こうした役警1は学校教育での編鮭教蕎のすすめ

方を修駕していくと思われる。環に存在している

子どもたちの聡ではじまった社会参撫の多様な活

動をさまざまな角度から分観し、子どもたちが編

み鐵した活動の手法を撥鏤し、教緬の指導力量の

修猛や欝標を再援試していくもみになる。では、

学校での粋をはずした取静績みを勇気を持ってやっ

ていく根挺を生み鐵すものが「麗孫姓豊であ弩、

その蔚提は慧等であることということである。

3．鬱鬱隻活へのギひろがり」

　学校教育においては、登営の行為をヂひらくこ

と」で公共麟な活動を進めていくことができるの

ではないか。これを麟提にして、菱関係牲として

のボランティア藩が芽をだす。

　農己選摂と嚢己震現の統一を志向する参撫買主

主義論1こおいて、現代捷会の規範牲にもとづかな

い縫孫盤を良覚する主体形成の総懸と、饑きかけ

る麗と饑きかけられる鰯との自己決定への対等な

参趣（当事煮の譲理の保麟の難題が講じられて

いる。藩藤織平によれば、新参糠とはあくまでも

地主或往籔鉾こよる纏鮭援励活重きやサービス僕総活動

への参趨、もしくは、ボランティア活動への参撫

の意練であ鞍、（串略〉号一ビスの舞罵者である福

紙クライエントの麗からの号一ビス僕給過程や決
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定過程への参趨という視点を欠落している達磁。

　その際、毒蔑歓会でのボランティア活嚢講の教

護から、2つの観点を挙げておきたい。

　その里つか福鮭への参燃の懲己麟鐵をいかに集

羅の察絵を通じて展聚するのかという観煮である。

参撫には運動、参癒、活動の3つがある。

　それぞれをみてみると、運勇としての参灘ま政

治麟に否定蔚であ弩、要求誌対決麟な性格をもつ

ものである。参醗とは政治的であるが縁鋳に鎧治

に対しては肯定醜な籍し協力的に霞治を搬撫する

ものである。活動隷露常盤を捲織するものだけに

葬政治麟であるが、麟度に対しては肯建麟である

もの、そうではなく活動そ㊧ものの窪由を重んご

るがゆえに鍼度に対して否定的なものというよう

に多様な形態がある。地織異主主義の勧進とはこ

の3つの形態を穏互に灘連づけていくなかで麟造

可能だと考える。講題はここでの当事者のスタン

ス（認識〉をどう嘗てるかである。

　もう至つが管理社会をい；かに撫鱗するのかとい

う観点である。

　教奢のみに羅らず、福艇や医療などの分聾でも

專稽乾が進行している。ノーマライゼーションは、

女童象蕎を選警馨し、講質の者だ甚ナを集めて穫轟きか諺

ようとする領海に襲廷めをかける懇懇である。治

療の過程ではその必要があるが、今後長鶏にわた

る生活の場となるときには難題が趨てくる。甦遇

のための鑓遇が横行し手段化する篠梅がある。ま

た、地球の人々を立ち入らせない霞鎖鷹離が生じ

る窃

　鉄上のことから現状において、歓会参簾とは、

さまざまな専欝鬘髭や管選髭への大鷺的趣きか1ナを

取弩戻す意義をもつといえる。同質髭に対して棄

民（子ども・青年／が持つ異質性を持ち込むこと

であ諺、霧鐘、晦離イ難こ耕して地域盤を持ち込む

ことでもある。また、手段建、操作化に対して盛

事者が撹覇・提誉（異議卒し立て／　・弁護を持ち

込むことであるぴ

　子ども・青隼にとってこうした「持ち込み重は

媒介者の存在なしには成立しにくい。しかしなが

ら、参綴の意義は、参撫が良主主義の場とな吟、

i鱒6年至2鳶

人権意識や連欝意識をはぐくむ。この邊程のなか

に、新たな生活捲導の要棄が秘められてお辱、人

馨影絞への観点をつく辱あげる。

　麟家や麟渡や濃習を越えて行動する撫密な精；神。

その霞懸盤穆えに井溝体の鑓難や危機を見て、鱗

度や綴織嘉こ緩み菱～まれたf養垂こは欝1待できない幾睾彗、

抵抗、綴造、連帯、経書といった行動を盗み鐵す

ことが可能となる。

羅．地域幅径教育の創造と生活振導

　　一まとめにかえて

1．地銭福裡活動との連携

　今｛憂、学校教育での生活指導と穰鮭教育とを馨

辱i鯵び、葬1互の再盤の可能盤iを探るためには、奪

轡軟膏（教癖や奪離職養成〉としての被会福縫教

官と麹縫代や特麗なニーズをもつ人々と紛共生的

な学校での福緩教育、そして麟度や行政、控罠窪

言合をと弩まく地綾福緩：教育といった3者の連携力玄

不竃欠になる。

　その灘、纏えぱ地裁の陸書髭者施設やその仲間

と学校教畜、子ども・書庫との交流を、養護旛設

等の編緩談溌の整備・拡充に結びつ鯵、そのこと

が橿鮭教育の続会的基盤をよ離充実させて難くこ

とが可能となるように誕癒していく必要がある。

スト琴一トチ蔦・ドレンや第三嚢雰の子どもたちの

生活鍵難状溌への学響から縫会参撫への遂鰯1ま、

地球釣規摸でのこうした基盤整備（生活の揚づく

瞬を境野にいれた教育活嚢として見ていくべき

ではな》だろうか。

　生活指導にお継て、教育と橿雛の欝係は穣互補

完的なものではなく、子どもの内発的な発達と地

域編鮭社会の内発麟な発露を蝶介する統一体であ

るととらえる必要がある。

2．嬉域福被教育の方法論的課霧

　その鰹、以’下のような課題が残されていると患

われる。

　第iに、福雛への子ども・青隼参撫は、地機の

「篠蟹ニード」と資源との調整をはかるためでな

く、地域社会の綬会縫係をみずからによって改善
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していこうとする羅的を持つ。教育活動にお酵る

ボランティア活難を地域への往戻参撫（C盤z綴

Pa糞量e珍畿沁簸／の必要性としての広義のボラン

ティアとどう絃びつけて恥くのか（企業教会の串

で縫合鉤役講を果たすことに鈍感となった煮との

つなが辱をいかに再生するのか〉。　こうしたボラ

ンティア活動をソーシャルアタシ葺ンの一過程で

あるco盤盤猛虚ty£）e軍擁。夢8猿e難もにいかにつなげ

るのか。

　第2に、窪発釣結餐！譲の再穣討にも欝わるが、

ボランティア活動が騒人の薫志による行為である

という定義はやや実態にそぐわない献溌がある。

ボランティアの縫会醜欝釣を達成するために、綴

織的なグ彬一プを必要とした辱、その活動の系統

性や専稽牲の継続から尊爵家との連携、ある雛1ま

参趨蓄鷺の役麟の調整などが必要になってきてい

る。その際、いかに懸人の震主姓とボランティア

活動を支える集羅の癬発性との統一をはかるみか。

今・後、教官活動尋こおける「任意牲」のもつ課題に

つ静て発露する必要がある。

　第3にボランティア・コーディネーターとして

の教簿識である。

　コー・ディネート　（Coo鰹盤登＆も魯｝とは、野業童等に

する憾ヂ講格にする」という原義をもっている。

援麟する立場だけでなく、援鐵｝を受1ナる立場から

の視点もふまえて、聾者の共講澹動が展醗される

ように華1者の入閣翼係を靉靆する投書彗が必要にな

る。もともと「ボランティア」という主観麟な認

識や行勇は穣手の立場を意識してはじめて客観鶴

に有益な活動へと発展していく。教瞬がコーディ

ネーターの力量をどういつだ実践や認識、察己分

極をくぐって獲得し得るのか。

　第垂は、第3の課題ともかかわるが、実意とし

ての篠鮭教育の領絨とは灘こ、「福蟹教育療理ま

の遜譲講築に請けた教育活動領鍍の検討炉課題に

なる。現寝、①社会福鮭専需教畜、②学校福鮭教

育、⑧地銭福鮭教育を購絞体とする橿鮭教奮の

領蟻講がある。①の社会橿緩専稗教育は後来の

so盤至wo癒磁鵬＆t量。薙として駿染みのある鎖竣

であるが縫の二者はそうで1まない。それぞれの藩

究・教育領簸のから麟約を受諺ている。こうした

課題への解聡に、今後、生活指導礒究が教奮と福

鮭のつなぎめにどういつだ影で粒罐づいていくの

か。これは学校教育はもとよむ、生活捲導褻身の

橿；鮭麟機能の再検討につながると思われる¢その

方策として、教員養成や篠緩専轡職養成での教育

鯵董容の交流と結合（福桂奪霧教養の授業でヒーボラ

ンティア学習の獲：肇1釣縷1討、あるいは鷺童福鮭法

と教官基本法との1翼孫を講馨る力婆キュラムの編

成と実縫／が挙げられる。

注

（i潭生蜜雛会・援護局地綾福緩課監修『参鑛型擾

　糧社会をめざして墨金羅社会福鮭協議会、i鱒3

　隼、登．塞8、所載畠

麟土井洋一「〈教育〉と娃会福雛の露」ζ教育一

　誕盤三と華冬鷺選　（中内敏夫縫編〉　藤原害毒箋、　餐簿（》

　隼、P．詑一53参照。

麟全盤醗大会基講委員会の基調提案（8蓼奪代率盤

　雛鋒のものを参黙。1

幡城荒章夫ぎ集懇主義と教科外活動垂明治鐵書

　1総2隼、ゼ域丸章美著作集垂第5巻、青木書店、

　欝欝隼、P．鴛翫駿

繕睨童福糧1法の改訂に間わってギ箆1童纏縫1涯を箆童

　家庭支援に転換する内容が盛善込まれている。

麟全麟社会福鮭協議会編蓼学校における福緩教蕎

　ハンドブック轟19毅隼、費．3－P．淫。なお、こ

　れが示す慧的は以下σ〉通鞍であるが．すでに存

　在する福鮭理念や橿蟹的量会資源への適応とそ

　こで必要な実践力や能力に止まっている。

　　i〉憲法で蔑定された基本的人権を現実のもの

　　とするため毒こ、ノk権感覚および福鮭意識を鐸暑

　　発すること。

　　2／桂会機鮭幾題の学覆を通じて、それらを窪

　　らの課題および盤罠共通の課題として認識す

　　ること。

　　3〉現行の社会旛緩麟痩、活動の蝿心と遷解を

　　高め、それを活躍する主体として橿糧縫題を

　　解決する実践プ3を身につ捗ること。

　　毒以上の実践を通じて、窪らの大鷺形成と、
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　　共に生きるカを養う。

　　　こうした凝念を受けて次の方策をのべてい

　　る。

　　i〉子どもから高齢者および韓害者まで、すべ

　　ての人々が鐵会いとふれあい体験を通じて、

　　纏考の立場や心稽を懸躰や弩、互恥に支え会

　　う心や態度を養うこと。

　　韓福誕問題を掩えた人々とのかかわ諺のな；か

　　で、社会編鮭の瑳念、麟嚢、施策の境献と問

　　題点を学ぶとともに、福盤海上に寄与する実

　　践力を育てること。

　　3／地域穀会において家庭、学校、地銭の連騰

　　のもと綾織的、講薩的、継続的に篠鮭活嚢を

　　実践し、共に盤きる福緩歓会の形成主体とな

　　るように援跡すること。

　　そもそも、福緩教蕎とは、蓼縫会福鮭実践基

　本馬語諺典茎によれば、「発童生縫および一般

　甫畏や、観会福鮭の奪醗職員になることをめざ

　して学ぶ人びとを対象として、量雰人権宣欝第

　25条や欝本覆憲法第25条に蔑定されている基本

　的人権が銀緯される社会を形威していくために、

　現実のさまざまな栓会橿蟹簡題にふれつつ、縫

　会橿鮭麟慶や各種の娃会資源を活思して、問題

　解決をはかる実践的能力を身につけることをめ

　ざして行われる意緩的な饑きかけをいう」

　（細書P．i38／と達べられている。

鱗留縫清男「酪聯と酪農義塾」『教育違5一給、岩

　波書店、1§37．i（〉、P．6春。

⑧講上書

餅撰上書

鱒佐藤広秘ヂ続々本島懸究∫罫佐々木録著作集垂、

　無聡金鑞版i§82，曾．328

傑蓬生活学校妻i縫7隼5需号、2．鴛一P．欝　嚢本

　読書轡宥会（復灘／

1里蟄文部省　匿新しい牢学校の手引き遜　欝51年、　P、

　2鶉

麟宮坂哲文野生活教畜の系譜嵯『生活教育垂（籠毒

　京翻麟土縫、ig総年、駐、33

鰯瞬上書

戯贅肉常一ぎ生活指導の理譲選、瞬治躍書、欝欝

i鱒§奪i2鷲

　年、費．亙3§

瞬小蒲罵央蓼教畜福緩の基本縫題1嚢草書霧、19

　8§隼、費．i騒

軽機稿r学校にお轄る編緩教育実践編（その2擁

　蓼福島大学教官実践羅究縄要嚢27号、欝艇庫、

　野．齢

瞬福島察霧本赤十字協会ぎ欝蓼隼記念茎P．388の

　資料よ辱。

麟響生蜜主催纏鮭教畜セミナー資料、欝欝隼より。

轄麟塗材優一飽編ゼ幾代鷲会纏鮭事典湛全蟹社会編

　緩協議会、謄認隼（改訂版〉、野．439

彊濃藝稿鳶奪掲、P．7（〉

鱒薦揚、厚盤雀社会・援護羅地域穣緩諜監修『参

　撫璽纏縫桂会をめざして垂P．2鎗

麟詳しくは描稿表掲を参照。

鱗野鑓死彰ゼ災害救援選岩波書店、i鱒5隼、P．77

㈱繕上書、費．鎗警

㈱縁上書、P．露5。そして次の課題を示している。

　褻課題達歳に陶酔ての婦等な入懸絶孫こそが、

　災害救援ばかむでなく、これからの産業構造の

　転換、餐造的な知識集約的産業続会を炸ってい

　くカでもある。そのためにも、強力な危機管理

　やものの備蓄を主張する葡に、幾存の綴織やシ

　ステム炉韓をしていたのか、観察し検註しなけ

　ればならない。」　（繕、P．i§8）

　　また次の指摘もある。

　「鉾今、霧本でもボランティア活動への懇待や

　灘心が集まった辱、高まった軽していることの

　一つの巌流としては、今欝の職業生活と》うの

　が、その二灘藤のうちの、叡1入を得るという面

　が罷大秘して、必要とされている糧会麟後難を

　分撰するという鰯嚢が軽視あるいは無視されよ

　うとしていることへの対観経係や危機感が強ま

　む、広がむ始めている動きがあると考えられて

　いるからである諜「ボランティア活動の展醗と

　詩嚢達園鐙恭一牲活協縄縷合醗発墨鰺蕊、8

　P．2亙／

麟薇紳・淡鋒大震災と学校一教育現場からの発

　懸垂兵庫寮教職翼縫合・兵庫教育文化羅究懸編、

　エイデ篤・礒究所、欝§5年、愛、97－P．§8



鈴木罐i袴二生活指導と擾蟹！教奢にお蓉る実践釣i課題 透7

1麟蒙販禅大震災・かがやく笑顔ふたたび薩全教蓉

　窟教職員経合、清風堂、嬉麗年、P．簿一嘗．欝

欝総理蔚・内麹総理大疑官弱広報室『生涯学饗と

　ボランティア活嚢に鑓する髭識調査垂欝§3隼、

　P、婚およびP．38

馨緯佐藤慶1幸ζアソシエーションの社会学垂準穏馨

　大学縫墨板蔀、　ig82彗三、P．蟹｝

（駿＞欝肇ま二書、　至｝．8暮

倒懸藤罵平置福雛蟹家と毒罠権遜法政大学鐡版薦、

　雄鮪隼、費．鷺

　　なお、本稿は欝鮪奪9揖6欝、嚢本生活指導

　学会纂越籔大会（沸縄〉の課題覇究ゼ懸鮭と隼

　活指導≦分科会で貸頭発表したものをもとに執

　筆した。
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